
三
船
毅
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
三
船
毅
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
「
現
代
日
本
に
お
け

る
政
治
参
加
の
構
造
と
変
動
－
参
加
に
よ
る
市
民
社
会
構
築
と
そ
の

脆
弱
性
1
」
の
内
容
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

牛寺　別　言己　事

序
章
第
一
部
民
主
主
義
と
政
治
参
加

　
第
－
章
　
政
治
参
加
の
定
義
と
理
論

　
第
2
章
　
政
治
参
加
の
実
証
研
究

第
二
部
　
政
治
参
加
の
構
造
と
変
動

　
第
3
章
　
政
治
参
加
の
形
態

　
第
4
章
　
政
治
参
加
の
多
次
元
構
造

　
第
5
章
　
政
治
参
加
構
造
の
規
定
要
因
と
変
動

　
第
6
章
　
五
五
年
体
制
以
降
の
政
治
参
加
の
構
造
と
変
動

　
　
ー
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
変
容
に
よ
る
政
治
参
加
の
構
造
変
動
1

第
三
部
　
五
五
年
体
制
に
お
け
る
政
治
参
加
の
特
質
と
変
動

　
第
7
章
　
参
加
と
コ
ス
ト

　
第
8
章
　
参
加
と
動
員
ー
選
挙
動
員
の
構
造
1
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第
9
章
　
社
会
運
動
の
変
容

　
第
1
0
章
　
投
票
参
加
の
低
下

　
　
ー
九
〇
年
代
に
お
け
る
衆
議
院
選
挙
投
票
率
低
下
の
分
析
－

　
第
n
章
　
有
権
者
の
投
票
時
間
帯
の
変
化

　
　
－
一
九
九
八
年
の
制
度
改
正
の
与
え
た
影
響
－

　
第
1
2
章
　
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
参
加

　
　
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
新
し
い
政
治
文
化
－

終
章
　
結
論

　
本
論
文
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
章
の
概
要
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
第
1
章
で
は
、
民
主
主
義
に
お
い
て
、
な
ぜ
市
民
の

政
治
参
加
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
と
、
本

論
文
で
一
貫
し
て
研
究
対
象
と
す
る
政
治
参
加
の
定
義
を
行
っ
て
い

る
。
ま
ず
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
市
民
に
よ
る
多
様
な
参
加
行
動
の

相
互
作
用
か
ら
参
加
民
主
主
義
理
論
が
登
場
す
る
と
同
時
に
、
現
実

の
政
治
参
加
の
昂
揚
に
対
す
る
危
機
感
が
創
り
出
し
た
エ
リ
ー
ト
民

主
主
義
理
論
も
登
場
し
、
参
加
民
主
主
義
理
論
と
エ
リ
ー
ト
民
主
主

義
理
論
の
対
立
関
係
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
最
後
の
一
〇

年
か
ら
現
代
ま
で
の
現
実
の
政
治
を
ふ
ま
え
、
討
議
民
主
主
義
理
論

が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
討
議
民
主
主
義

理
論
の
源
泉
が
、
市
民
に
よ
る
「
新
し
い
市
民
社
会
」
を
つ
く
る
諸

活
動
で
あ
る
と
と
ら
え
、
新
た
な
市
民
の
行
動
を
視
野
に
入
れ
た
政

治
参
加
の
定
義
を
行
っ
て
い
る
。

　
第
2
章
で
は
、
実
証
的
政
治
参
加
研
究
に
お
け
る
既
存
の
知
見
を

整
理
し
て
い
る
。
ま
ず
、
政
治
参
加
を
総
体
的
に
扱
か
っ
た
ミ
ル
ブ

レ
イ
ス
と
ヴ
ァ
ー
バ
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
研
究
を
吟
味
し
た

上
で
、
二
〇
世
紀
後
半
の
先
進
国
に
お
け
る
政
治
参
加
の
構
造
変
化

を
指
摘
す
る
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
と
ダ
ル
ト
ン
を
中
心
と
す
る
研
究
を

整
理
し
、
政
治
参
加
構
造
変
動
の
二
大
原
因
と
し
て
の
投
票
参
加
衰

退
と
社
会
運
動
の
変
容
に
関
す
る
議
論
を
集
約
す
る
。
次
い
で
、
先

行
研
究
に
対
す
る
批
判
点
と
本
研
究
に
お
け
る
政
治
参
加
の
動
態
を

分
析
す
る
枠
組
み
の
理
論
的
基
礎
を
提
示
し
て
い
る
。

　
第
3
章
で
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
参
加
の
主
な
形
態
を
、

政
治
参
加
の
モ
ー
ド
の
観
点
か
ら
投
票
参
加
、
選
挙
運
動
、
個
別
接

触
、
市
民
・
住
民
運
動
に
大
別
し
、
各
形
態
の
役
割
と
変
遷
を
概
観

し
な
が
ら
問
題
点
を
探
究
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
参

加
は
時
代
に
よ
っ
て
形
態
を
異
に
し
て
い
る
が
、
戦
後
日
本
も
そ
の

例
外
で
は
な
く
、
五
五
年
体
制
形
成
以
降
の
議
会
政
治
に
お
い
て
は

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
政
策
形
成
に
対
し
て
、
市
民
の
抗
議
活
動
を

中
心
と
し
た
政
治
参
加
が
政
策
形
成
を
促
進
さ
せ
て
き
た
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
政
治
参
加
の
形
態
が
ど
の
よ
う
な
隆
盛

を
見
せ
る
か
は
、
そ
の
時
代
状
況
と
政
策
争
点
を
中
心
と
し
た
多
様
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な
要
因
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

政
治
参
加
モ
ー
ド
の
範
疇
か
ら
除
外
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
や
N
P
O
の
活
動
、
住
民
投
票
活
動
の
変
遷
と
問
題
点
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

　
第
4
章
で
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
参
加
の
各
形
態
を
探
索

的
因
子
分
析
に
よ
り
参
加
モ
ー
ド
と
し
て
集
約
し
、
一
九
七
〇
年
代

か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
参
加
モ
ー
ド
の
安
定
性
を
検
証
し

て
い
る
。
本
章
に
お
け
る
探
索
的
因
子
分
析
の
結
果
て
は
、
常
に
四

つ
の
モ
ー
ド
が
析
出
さ
れ
一
見
安
定
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
因

子
負
荷
量
か
ら
不
安
定
な
参
加
形
態
の
存
在
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
、
検
証
的
因
子
分
析
を
用
い
て
政
治
参
加
構
造
の
最
適
モ
デ

ル
を
推
定
し
た
結
果
、
日
本
人
の
政
治
参
加
は
四
つ
の
モ
ー
ド
を
持

つ
多
元
的
構
造
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
潜
在
変
数
と
し
て
の
「
政
治

参
加
」
を
想
定
す
る
こ
と
が
統
計
モ
デ
ル
と
し
て
最
適
て
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
5
章
で
は
、
第
4
章
の
結
果
を
基
に
し
な
が
ら
、
日
本
人
の
政

治
参
加
か
多
元
的
累
積
階
層
構
造
を
形
成
し
、
政
治
参
加
の
深
化
過

程
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
特
に
本
章
で
は
、
一
九
七

〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
デ
ー
タ
か
ら
、
参
加
構
造
が
二

元
的
累
積
階
層
構
造
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
本
人
の
政
治
参
加
の
二
元
的
累
積
階
層
構
造
の
規
定
因

と
し
て
、
政
党
支
持
強
度
や
政
治
関
心
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と

同
時
に
、
複
数
の
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
が
参
加
を
深
化
さ
せ
て
き
た
こ
と

も
検
証
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
各
イ
デ
オ
ロ
キ
ー
の
基
底
構
造
に
あ

る
革
新
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
参
加
を
よ
り
深
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
意

味
し
、
時
問
の
経
過
と
と
も
に
各
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
底
に
存
在
す

る
保
守
・
革
新
の
対
立
軸
が
縮
小
化
し
、
そ
の
影
響
力
を
弱
め
て
い

る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

　
第
6
章
で
は
、
近
年
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
政

治
参
加
構
造
の
動
態
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
変
容
の
視
点
か
ら
解
明
す
る
。

ま
ず
、
保
革
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
衰
退
と
と
も
に
、
多
く
の
日
本

人
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
活
動
を
新
た
な
る
政
策
課
題
と
強
く

認
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
か
進

展
し
て
き
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
本
章
で
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
タ

リ
ズ
ム
・
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
五
五
年
体
制
に
お
け
る
政
治
参
加
の

二
元
的
累
積
階
層
構
造
（
”
政
治
参
加
の
深
化
過
程
）
を
変
化
さ
せ

た
こ
と
を
検
証
す
る
。
つ
ま
り
、
「
新
し
い
市
民
社
会
」
創
造
の
市

民
・
住
民
運
動
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
活
動
が
強
く
ボ
ラ
ン
タ

リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
問
題
な
の
が
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
布
構
造

が
片
方
に
偏
在
し
て
一
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
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ギ
ー
は
、
民
主
主
義
の
理
念
に
照
ら
し
て
脆
弱
性
を
露
呈
す
る
可
能

性
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。

　
第
7
章
は
、
投
票
コ
ス
ト
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
括
し
た
上
で
、

市
民
は
コ
ス
ト
が
あ
る
の
に
な
ぜ
投
票
す
る
の
か
と
い
う
古
典
的
命

題
に
対
し
て
、
新
た
な
モ
デ
ル
か
ら
そ
の
コ
ス
ト
低
減
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
投
票
行
動
の
理
論
的
研

究
に
お
い
て
投
票
コ
ス
ト
は
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
実

証
研
究
に
お
い
て
も
有
権
者
の
社
会
的
属
性
が
投
票
コ
ス
ト
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
章
で
は
、

組
織
に
よ
る
動
員
が
投
票
コ
ス
ト
低
減
を
も
た
ら
す
こ
と
を
共
分
散

構
造
分
析
で
明
ら
か
に
し
つ
つ
五
五
年
体
制
下
の
投
票
行
動
を
分
析

し
て
い
る
。

　
第
8
章
で
は
、
自
律
し
た
市
民
に
よ
る
政
治
参
加
の
対
極
に
位
置

す
る
「
動
員
」
に
関
す
る
議
論
を
実
証
的
に
検
証
す
る
。
こ
れ
ま
で

一
九
八
○
年
代
以
降
、
投
票
行
動
研
究
に
お
け
る
「
動
員
」
研
究
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
戦
略
的
エ
リ
ー
ト
モ
デ
ル
に
よ
る

二
つ
の
観
点
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
、
有
権
者
に
対
す
る
政
党
や
組
織

に
よ
る
「
投
票
依
頼
」
を
動
員
と
み
な
し
て
分
析
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
「
投
票
依
頼
」
と
い
う
有
権
者
に
対
す
る
刺
激
が
投
票
行
動

に
対
し
て
ど
の
程
度
、
影
響
を
持
つ
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
っ
た
が
、
有
権
者
が
「
投
票
依
頼
」
を
ど
の
よ
う
に
「
投
票
参

加
・
投
票
行
動
」
に
転
換
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
は
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
本
章
で
は
、
政
党
・
候
補
者
と
そ
の
配
下
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
行
う
「
投
票
依
頼
」
を
政
治
的
刺
激
と
し
て
、
有
権
者
が
投
票
参

加
・
行
動
に
転
化
さ
せ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
デ
ー
タ
と
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ

か
ら
五
五
年
体
制
の
日
本
に
お
け
る
動
員
状
況
を
検
証
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
動
員
さ
れ
る
市
民
の
心
理
的
過
程
を
「
改
変
効
果
」

「
結
晶
効
果
」
「
補
強
効
果
」
に
分
類
し
、
パ
ス
解
析
か
ら
動
員
過
程

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
い
る
。

　
第
9
章
で
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
社
会
運
動
の
質
的
変
遷
過
程

を
検
証
す
る
。
ま
ず
、
日
本
の
市
民
運
動
・
住
民
運
動
を
含
め
た
社

会
運
動
は
、
政
治
過
程
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
中
で
、
一
部
の
運

動
組
織
は
「
新
し
い
社
会
運
動
」
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た

め
、
従
来
の
社
会
運
動
研
究
で
は
個
々
の
社
会
運
動
の
発
生
・
行

動
・
過
程
・
終
結
を
、
時
代
に
沿
っ
た
理
論
的
枠
組
み
か
ら
詳
細
に

検
証
し
て
き
た
が
、
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
捉
え
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
。
我
が
国
で
も
「
政
治
的
機
会
構
造
論
」
と
呼
ば
れ
る
理

論
に
依
拠
し
た
イ
ベ
ン
ト
分
析
を
活
用
し
て
、
社
会
運
動
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
捉
え
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
．
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

イ
ベ
ン
ト
分
析
は
、
主
に
抗
議
活
動
に
限
定
し
て
運
動
発
生
要
因
を

114



特別記事

経
済
変
数
か
ら
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
章

で
は
、
現
代
の
社
会
運
動
を
政
治
参
加
の
一
形
態
と
捉
え
、
政
府
に

対
す
る
抗
議
活
動
だ
け
で
な
く
、
政
府
の
政
策
決
定
に
影
響
を
及
ほ

す
賛
助
活
動
な
ど
多
様
な
社
会
運
動
を
対
象
と
し
て
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
特
に
、
本
章
で
は
、
日
本
の
政
治
参
加
の
一
形
態
と
し
て
の

社
会
運
動
が
ど
の
よ
う
な
質
的
変
遷
を
辿
っ
て
き
た
の
か
を
イ
ベ
ン

ト
分
析
の
手
法
か
ら
検
証
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
1
0
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
九
六
年
に
わ
た
る
衆
議
院
選
挙

に
お
け
る
投
票
率
低
下
の
基
底
要
因
を
検
証
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

戦
後
日
本
の
衆
議
院
選
挙
投
票
率
を
み
る
と
、
大
き
く
四
つ
の
期
問

に
分
け
て
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
第
一
期
（
〕
九
四
七
i
五
八

年
）
は
投
票
率
の
上
昇
・
安
定
傾
向
を
示
し
、
第
二
期
（
一
九
五
八

－
七
二
年
）
で
は
低
下
傾
向
、
第
三
期
（
一
九
七
二
ー
九
〇
年
）
は

安
定
推
移
を
示
し
、
第
四
期
（
］
九
九
〇
年
－
九
六
年
）
で
は
急
激

な
低
下
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
の
中
で
、
三
船
君
は
第
四

期
て
は
急
激
な
人
口
移
動
な
ど
の
社
会
変
動
が
存
在
せ
ず
社
会
構
造

的
要
因
が
少
な
い
の
に
投
票
率
が
急
激
に
低
下
し
て
い
る
点
に
着
目

し
、
有
権
者
の
政
治
意
識
の
大
き
な
変
化
と
そ
の
起
因
と
な
る
政
治

状
況
の
存
在
を
検
証
す
る
た
め
に
、
本
章
の
中
で
三
つ
の
分
析
か
ら

そ
の
原
因
究
明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
分
析
は
、
］
九
九
〇

年
か
ら
九
六
年
ま
で
の
各
選
挙
に
お
け
る
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
を
用
い

た
プ
ロ
ビ
ッ
ト
分
析
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
有
権
者
の
政

治
意
識
と
政
党
・
候
補
者
の
動
員
の
変
化
が
投
票
率
低
ド
に
及
ほ
し

た
影
響
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
分
析
で
は
、
一
九
九

四
年
の
選
挙
制
度
変
更
が
投
票
率
低
下
に
影
響
を
及
ほ
し
た
か
否
か

を
検
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
三
の
分
析
で
は
、
第
一
及
び
第
二

の
分
析
を
踏
ま
え
、
有
権
者
の
政
治
意
識
が
急
激
に
変
容
し
た
原
因

を
解
明
し
、
有
権
者
の
政
党
支
持
・
政
治
関
心
が
低
下
し
た
背
後
に
、

政
治
に
対
す
る
有
権
者
の
厳
し
い
評
価
が
存
在
す
る
こ
と
を
因
果
モ

デ
ル
か
ら
検
証
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

分
析
か
ら
投
票
率
低
下
を
解
明
す
る
に
は
幾
つ
か
の
限
界
が
存
在
す

る
。
こ
の
た
め
、
三
船
君
は
、
分
析
に
関
す
る
テ
ー
タ
と
分
析
方
法

か
ら
派
生
す
る
技
術
的
限
界
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
伴
う
論

理
的
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
新
た
な
分
析
視
角
と
し
て
出
生

コ
ー
ホ
ー
ト
を
導
入
し
、
有
権
者
の
人
れ
替
わ
り
の
影
響
を
検
証
し

て
い
る
。

　
第
n
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
急
激
な
投
票
率
の
低
下
を

抑
制
す
る
た
め
の
制
度
改
正
（
投
票
時
間
延
長
、
不
在
者
投
票
要
件

緩
和
、
不
在
者
投
票
時
間
の
延
長
）
が
、
投
票
率
L
昇
に
対
し
て
如

何
な
る
効
力
を
与
え
た
の
か
を
検
証
す
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
改
正
の

目
的
は
、
近
年
著
し
く
な
っ
て
き
た
棄
権
者
数
増
加
へ
の
対
策
で
あ

り
、
投
票
率
を
ヒ
昇
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
実
際
、
そ
の
制
度
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改
正
前
後
の
投
票
率
は
全
国
レ
ベ
ル
で
比
較
す
る
と
上
昇
し
て
い
る
。

し
か
し
、
三
船
君
は
市
区
町
村
レ
ベ
ル
で
検
証
す
る
こ
と
で
投
票
率

が
上
昇
し
た
場
合
も
低
下
し
た
場
合
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

有
権
者
が
制
度
改
正
に
よ
り
行
動
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
た
の
か

を
推
定
し
、
投
票
率
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
実
証
的
に
解
明
し
て
い

る
Q

　
第
1
2
章
で
は
、
政
治
参
加
の
構
造
変
動
に
お
い
て
、
中
核
に
位
置

す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
へ
の
参
加
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
こ

れ
ま
で
、
わ
が
国
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
な
ど
の
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
セ
ク
タ
ー
と
称
さ
れ
る
部
門
の
活
動
は
社
会
参
加
の
範
疇
で
捉

え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
欧
米
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
組
織

に
よ
る
活
動
の
多
く
が
、
単
な
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
供
給
過
程
へ
の
参

加
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
政
策
）
の
形
成
・
決
定
過
程
に
関
す
る
参

加
へ
と
変
容
し
て
い
る
こ
と
は
幾
つ
か
の
事
例
研
究
で
検
証
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
N
P
O
へ
の
参
加
を
上
記
の
変
化
に
対
応
さ
せ
た
と
き
に
、
市

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
へ
の
参
加
が
、
「
単
な
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
供
給
の
為
の
社
会
参
加
な
の
か
、
そ
れ
と
も
政
策
形
成
・
決
定

に
ま
で
影
響
力
を
及
ぽ
そ
う
と
す
る
政
治
参
加
な
の
か
」
を
市
民
意

識
か
ら
検
証
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
全
一
二
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
本
論

文
に
お
い
て
、
三
船
君
は
日
本
人
の
政
治
参
加
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

描
き
出
し
、
↓
九
七
〇
1
九
〇
年
代
の
古
い
構
造
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
っ
て
新
し
い
民
主
主
義
体
制
を
構
築
す
べ
く
政
治
参
加
の
質

的
転
換
が
生
じ
て
政
治
参
加
構
造
の
変
動
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
検

証
し
た
。
こ
う
し
た
本
論
文
が
政
治
学
に
貢
献
す
る
点
は
、
次
の
三

点
で
あ
る
。

　
第
一
点
は
、
五
五
年
体
制
下
か
ら
現
代
に
か
け
て
生
じ
た
日
本
人

の
政
治
参
加
構
造
の
変
動
が
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
ら
の
論
じ
る
「
新
た

な
市
民
社
会
」
の
創
造
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
包
含
す
る
こ
と
を
検

証
し
た
点
で
あ
る
。
日
本
人
の
政
治
参
加
構
造
は
、
五
五
年
体
制
下

で
は
比
較
的
安
定
し
た
二
元
的
累
積
階
層
構
造
を
有
し
、
そ
の
構
造

が
市
民
に
よ
る
政
治
参
加
の
深
化
過
程
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二

一
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
進

展
が
市
民
活
動
を
育
成
し
、
五
五
年
体
制
下
に
お
け
る
政
治
参
加
の

二
元
的
累
積
階
層
構
造
を
変
化
さ
せ
た
。
本
論
文
に
お
い
て
、
三
船

君
は
、
そ
の
中
心
を
成
す
の
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ
ク
タ
ー
や
市
民
運

動
で
あ
り
、
理
念
的
民
主
主
義
に
照
ら
し
て
「
新
し
い
市
民
社
会
」

創
造
に
資
す
る
活
動
で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
検
証
し
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
市
民
活
動
の
根
源
か
五
五
年
体
制
に
お
け
る
抗
議
活
動
や

動
員
に
よ
る
参
加
と
は
異
な
り
、
政
府
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

含
む
と
い
う
点
で
政
治
参
加
の
質
的
転
換
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

ll6
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し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
、
三
船
君
が
政
治
参
加
と
市

民
社
会
構
築
の
実
態
を
実
証
的
調
査
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
し
た
点
は

大
き
な
重
要
な
貢
献
で
あ
り
、
政
治
思
想
、
社
会
思
想
家
の
J
・
ハ

ー
バ
ー
マ
ス
の
「
討
議
倫
理
」
な
ど
を
現
実
に
即
し
て
論
理
展
開
し

た
功
績
は
大
き
い
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
従
来
の
日
本
人
の
政
治
参
加
研
究
の
多
く
は
、
ク
ロ
ス

セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
分
析
に
依
拠
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ス
セ
ク

シ
ョ
ナ
ル
な
観
察
だ
け
を
も
っ
て
、
そ
の
変
化
を
論
じ
る
こ
と
に
は

論
理
的
飛
躍
が
あ
り
、
何
が
変
化
し
て
き
た
の
か
を
明
瞭
に
論
じ
て

は
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
船
君
は
、
本
論
文
に

お
い
て
日
本
人
の
政
治
参
加
の
構
造
変
容
を
時
系
列
的
に
析
出
し
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
進
展
が
そ
の
中
枢
に
あ
る
こ

と
を
実
証
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
論
理
的
整
合
性
を
持
た
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
三
船
君
は
現
代
日
本
人
の
政
治
参
加
変
容
が
理
念
的
民
主

主
義
に
沿
っ
た
形
で
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
か
ら
検
証

し
た
こ
と
に
な
る
。

　
第
二
点
は
、
三
船
君
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
の
形

成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
そ
の
脆
弱
性
が
露
呈
さ
れ
る
可
能
性

か
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ

ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
日
本
人
の
政
治
参
加
に
質
的
転
換
を
も
た
ら

し
、
「
新
し
い
市
民
社
会
」
創
造
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
形
成
過
程
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
中
に
は
政

治
的
プ
ロ
パ
カ
ン
ダ
の
要
素
を
含
み
、
政
策
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
き

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
部
分
に
対
す
る
補
足
（
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
）
を
正
当
化
し
て
き
た
側
面
も
否
め
な
い
。
一
一
一
．
・
い
換
え
る
と
、

「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
非
決
定
権
力
に
よ
り
作
り

出
さ
れ
た
虚
偽
意
識
の
側
面
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン

タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
布
構
造
の
偏
り
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
仮
想
的
な
対
立
軸
は
存
在
す
る
が
対
立
勢
力
が
存
在
し
な
い

不
安
定
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
過
去
に
お
い
て
も
、
国

家
が
意
図
的
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
操
作
し
市
民
を
動
員
し
た
例
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
三
船
君
は
現
実
に

大
衆
社
会
に
存
在
す
る
事
実
に
刮
目
し
、
理
念
的
民
主
主
義
に
適
う

参
加
制
度
と
し
て
市
民
の
自
律
性
・
自
発
性
を
助
長
さ
せ
る
討
議
民

主
主
義
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
様
々
な
デ
ー
タ
分
析
か
ら
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
三
船
君
が
弱
体
化
し
た
保
守
・
革
新

の
イ
デ
オ
ロ
キ
ー
に
代
わ
り
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

い
う
新
た
な
軸
の
登
場
と
、
そ
れ
が
参
加
モ
ー
ド
ヘ
及
ぽ
す
影
響
を

分
析
し
て
い
る
点
は
、
今
後
の
政
治
参
加
研
究
の
発
展
を
も
た
ら
す

も
の
と
評
価
す
る
こ
と
か
で
き
る
。

　
第
三
点
は
、
昨
今
、
「
理
論
な
き
実
証
分
析
」
や
「
政
治
学
な
き

ll7
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計
量
分
析
」
に
対
す
る
批
判
が
多
く
出
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て

三
船
君
は
、
合
理
的
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
演
繹
的
に
導
い
た

仮
説
群
を
実
証
的
に
検
証
す
る
と
い
う
研
究
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
日
本
人
の
政
治
参
加
を
点
で
は
な
く
線
と
し
て
捉
え
、

膨
大
な
デ
ー
タ
を
基
に
そ
の
変
化
を
実
証
的
に
見
事
に
描
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
て
お
り
、
研
究
の
方
法
上
も
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
論
文
は
政
治
学
に
対

し
て
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
利

用
可
能
な
デ
ー
タ
の
制
約
な
ど
か
ら
残
さ
れ
た
幾
つ
か
の
課
題
が
あ

る
。　
第
一
に
、
ま
ず
本
論
文
で
は
政
治
参
加
の
構
造
変
動
に
関
し
て
、

保
革
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
軸
の
縮
小
や
新
た
な
政
策
課
題
と
し
て
の

ホ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
登
場
を
基
因
と
し
て
き
た
。

し
か
し
、
新
た
な
政
策
課
題
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
だ
け
生

し
る
わ
け
で
は
な
く
、
政
治
参
加
の
構
造
変
動
要
因
を
さ
ら
に
多
面

的
な
政
策
課
題
に
対
す
る
市
民
の
反
応
か
ら
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
在
の
サ
ー
ベ
イ
デ
ー
タ
の
限
界

か
ら
、
新
た
な
市
民
の
政
策
課
題
を
引
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

新
た
な
社
会
調
査
の
実
施
や
政
策
課
題
に
関
す
る
事
例
研
究
か
ら
多

く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　
第
二
に
、
三
船
君
が
市
民
社
会
構
築
の
脆
弱
性
と
そ
の
克
服
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
以
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
る
も
の
の
ま
だ
定
着
し
た

と
は
い
え
ず
、
さ
ら
に
自
発
性
と
自
己
決
定
の
原
理
に
対
す
る
問
題

点
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
本
論
文
で
は
、
市
民
・
住
民
運
動
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
セ

ク
タ
ー
の
活
動
に
参
加
の
質
的
転
換
を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
参
加
モ
ー
ド
・
形
態
に
お
け
る
質
的
転
換
の
発
生
に
関
す
る
分
析

は
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
本
論
文
が
将
来
、
さ

ら
に
一
層
、
充
実
し
た
も
の
と
な
る
た
め
の
課
題
て
あ
り
、
本
論
文

の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
の
審
査
員
一
同
は
、
一

致
し
て
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
に
相
当
す
る

も
の
と
判
断
す
る
。

平
成
一
九
年
二
月
八
日

主
査

副
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
社
会
学
博
L

小
林
　
良
彰

有
末
　
　
賢
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副
査

慶
癒
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

河
野
武
司

牛寺　別　言己　事
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